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（香りを評価指標とした乾燥技術の開発）

岡山県における花粉発生源対策の取組み

木材利用促進法の法改正と県産材の利用促進

【ぼっけ～木になる情報】

Ｑ 銃猟を始めるために必要
な手続きと、猟銃の安全な
取扱いについて学べる機
会はありますか？

（答は13ページ） ©岡山県マスコット「ももっち・うらっち」

県内各地の森林をご紹介する「様々なスタイルの森・おかやま」。今回は、新見市哲西町にある「ＪＴの森鯉が

窪にいみ」です。新見市有林において企業との協働の森づくりが進められています。平成30年度には区域内に

少花粉スギ苗木（約600本）を植栽し、モデル林として整備しています。（詳細はP3に記載）
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

  

会
員
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
平
素
か
ら
当
会
の
運
営
に

つ
き
ま
し
て
は
、
格
別
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
、
依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
続
き
、
外

国
産
木
材
の
不
足
等
に
伴
う
木
材
価
格

の
高
騰
、
い
わ
ゆ
る
「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ

ク
」
と
言
わ
れ
る
状
況
が
発
生
し
、
林

業
・
木
材
産
業
に
も
様
々
な
影
響
が
あ

り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
日
々
の
業
務
や
生
活
に
お
い

て
、
様
々
な
制
約
や
変
化
へ
の
対
応
が

続
い
た
一
年
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い

ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
森
林
・
林
業
を
巡
る

状
況
は
、
戦
後
造
成
さ
れ
た
人
工
林
が

本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
、
豊
富
な
森

林
資
源
の
循
環
利
用
に
向
け
、
新
た
な

木
材
需
要
の
創
出
や
安
定
的
・
効
率
的

な
国
産
材
の
供
給
体
制
の
構
築
等
に
よ

る
林
業
の
成
長
産
業
化
の
実
現
と
森
林

資
源
の
適
切
な
管
理
を
両
立
さ
せ
る
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
森
林
の
経
営
管
理
の

集
積
・
集
約
を
進
め
る
た
め
「
森
林
経

営
管
理
制
度
」
が
推
進
さ
れ
て
お
り
、

多
く
の
市
町
村
で
、
森
林
所
有
者
へ
の

森
林
経
営
に
関
す
る
意
向
調
査
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
県
に
お
い
て
も
、
昨
年

４
月
に
林
業
技
術
研
修
棟
を
新
た
に
整

備
し
、
市
町
村
・
林
業
経
営
体
に
向
け

た
研
修
の
充
実
化
を
図
る
な
ど
、
制
度

の
推
進
に
向
け
、
市
町
村
等
へ
の
総
合

的
な
支
援
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
で
は
、
県
政
推
進
の
羅
針

盤
で
あ
る
「
第
３
次
新
晴
れ
の
国
お
か

や
ま
生
き
活
き
プ
ラ
ン
」
が
昨
年
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
安
心
で
豊
か
さ
が
実
感

で
き
る
地
域
の
創
造
に
向
け
た
様
々
な

施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
次
世
代
を
担

う
力
強
い
担
い
手
の
確
保
・
育
成
や
、

少
花
粉
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
等
へ
の
植
え
替

え
の
促
進
な
ど
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
、
国
・
県
・
市
町
村
の
施

策
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
、
実
り
あ
る
成

果
を
も
た
ら
す
た
め
、
当
普
及
協
会
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
、
機
関

誌
「
林
声
」
の
発
行
や
林
研
グ
ル
ー
プ

の
活
動
支
援
な
ど
を
行
い
、
会
員
相
互

で
の
最
新
の
林
業
情
報
や
林
業
技
術
の

共
有
に
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、
森

林
・
林
業
の
大
切
さ
や
木
材
の
良
さ
を

よ
り
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
の
森
林
・
林

業
関
係
者
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

な
お
、
本
年
は
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル
が

本
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
協

会
と
し
ま
し
て
は
、
林
研
部
会
を
中
心

に
活
動
発
表
や
現
地
視
察
な
ど
、
県
内

外
の
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
と
の
活
発
な

交
流
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
が
一
日
も

早
く
収
束
し
、
会
員

の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
新
し
い
年
が
未

来
に
向
け
た
躍
進
の

年
と
な
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

岡
山
県
林
業

岡
山
県
林
業

改
良
普
及
協
会
　
会
長
　

改
良
普
及
協
会
　
会
長
　

小
野
　
泰
弘

小
野
　
泰
弘

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

 

岡山県産材合板について   岡⼭県森林組合連合会      TEL︓086－236－6530 
  

本年もお引き⽴ての程、宜しくお願い申し上げます。 
皆様方からの多くの出荷をお待ちしております。           
さて、この度岡山県で生産された 森林認証材を林ベニヤ産業(株) 
(本社:大阪市）と連携して｢岡山県産材合板｣として製品化しました。 
合板は⻑さ 182 ㎝、幅 91 ㎝、厚さ 1.2 ㎝でヒノキとスギを重ねて 
貼り合わせた５層構造となっています。 

         
※興味のある方または購入を検討される方は、下記までご連絡下さい。 

          岡⼭県森林組合連合会 木材センター TEL︓086－284－0299 

岡
山
県
林
業

改
良
普
及
協
会
　
会
長
　

小
野
　
泰
弘
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一　

は
じ
め
に

　

新
見
市
は
岡
山
県
北
西
部
に
位
置
し
、

総
面
積
の
86
％
が
森
林
で
、
そ
の
約
58

％
が
人
工
林
で
占
め
ら
れ
、
人
工
林
率

が
高
い
地
域
で
す
。

　

同
市
哲
西
町
で
は
、
新
見
市
と
日
本

た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
が
協
力
し
、
鯉

が
窪
湿
原
を
含
む
約
52
㌶
の
市
有
林
で

森
林
整
備
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
は

こ
の
取
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
作
り
等
の
木
工

作
体
験
や
、
シ
イ
タ
ケ
の
ほ
だ
木
づ
く

り
な
ど
、
様
々
な
保
全
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

 

五　

今
後
の
取
組
み

　

「
Ｊ
Ｔ
の
森
鯉
が
窪
に
い
み
」
で
の

活
動
を
通
じ
て
、
森
林
・
林
業
の
大
切

さ
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
、
新
見
市
で
は
こ
の
森
林
保
全

活
動
等
へ
の
気
運
の
高
ま
り
を
継
続
し
、

地
域
の
実
情
に
合
う
森
林
整
備
に
取
り

組
ん
で
行
く
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
支

援
・
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
新
見
普
及
指
導
区　

岡
田　

和
久
）

二　

鯉
が
窪
湿
原

　

新
見
市
哲
西
町
矢
田
地
区
に
あ
る
鯉

が
窪
県
自
然
環
境
保
全
地
域
は
、
市
西

部
に
位
置
し
、
鯉
が
窪
池
を
中
心
と
し

た
湿
原
や
そ
の
周
辺
の
森
林
か
ら
な
り
、

約
35
㌶
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

標
高
５
５
０
ｍ
に
広
が
る
湿
性
植
物
群

落
は
、
希
少
か
つ
植
物
地
理
学
上
貴
重

な
植
物
を
は
じ
め
、
多
数
の
湿
性
植
物

が
自
生
し
、
国
指
定
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

三　

Ｊ
Ｔ
の
森
鯉
が
窪
に
い
み

　

日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
は
、
葉

た
ば
こ
や
紙
等
の
自
然
由
来
の
原
料
を

使
用
す
る
た
め
、
事
業
を
支
え
る
自
然

へ
の
感
謝
と
企
業
の
社
会
貢
献
の
一
環

と
し
て
、
環
境
保
全
活
動
を
全
国
で
進

め
て
お
り
、
地
域
社
会
と
の
交
流
や
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

新
見
市
と
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会

社
は
、
平
成
28
年
11
月
15
日
（
協
定
締

結
日
）
か
ら
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

の
間
、
市
有
林
内
で
行
う
森
林
保
全
活

動
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

四　

森
林
保
全
活
動
へ
の
取
組
み

　

協
定
に
基
づ
く
森
林
保
全
活
動
に
は
、

新
見
市
が
実
施
す
る
間
伐
等
の
森
林
整

備
活
動
と
、
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会

社
の
社
員
等
が
参
加
す
る
体
験
活
動
が

あ
り
、
体
験
活
動
で
は
、
地
域
住
民
と

交
流
を
図
り
な
が
ら
、
社
員
の
環
境
教

育
研
修
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
森
林
保
全
活
動
を

行
い
、
令
和
３
年
度
ま
で
に
体
験
活
動

を
計
７
回
実
施
し
、
中
国
五
県
の
Ｊ
Ｔ

関
係
者
及
び
そ
の
家
族
を
は
じ
め
、
地

元
林
業
関
係
者
や
地
域
住
民
な
ど
延
べ

千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　

活
動
内
容
は
、
間
伐
・
除
伐
・
枝
打

ち
を
は
じ
め
、
散
策
道
・
作
業
道
の
修

繕
、
ス
ギ
苗
（
少
花
粉
）
等
の
植
栽
、

ウ
サ
ギ
の
食
害
対
策
、
少
花
粉
ス
ギ
植

栽
モ
デ
ル
林
周
囲
へ
の
防
獣
ネ
ッ
ト
の

設
置
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
製
ベ
ン
チ
や
ペ
ン
立
て
、

【
新
見
普
及
指
導
区
】

様
々
な
ス
タ
イ
ル
の
森
・

お
か
や
ま

〜
Ｊ
Ｔ
の
森
鯉
が
窪
に
い
み
〜

鯉が窪池周辺の状況

少花粉スギ苗木の植栽状況

森林保全活動の参加者で記念撮影



りんせい　No.481　2022．1

（4）

一　

は
じ
め
に

　

前
田
林
業
㈱
は
、
鏡
野
町
布
原
に
事

務
所
を
置
き
、
津
山
市
を
中
心
と
し
た

北
部
地
域
に
お
い
て
、
素
材
生
産
を
行

う
認
定
事
業
体
で
す
。

　

今
回
は
、
代
表
取
締
役
の
前
田
光
徳
氏

（
37
歳
）
か
ら
会
社
の
概
要
に
つ
い
て
お

話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

 

二　

前
田
林
業
㈱
の
概
要

　

前
田
林
業
㈱
は
、
平
成
28
年
２
月
に
、

前
田
氏
が
設
立
し
た
会
社
で
、
現
在
６

年
目
に
な
り
ま
す
。

　

会
社
設
立
前
の
平
成
26
年
に
は
、
グ

ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
前
田
畜
産
運
送
㈲

が
、
取
引
先
で
あ
る
関
東
地
方
の
シ
イ

タ
ケ
生
産
者
に
菌
床
シ
イ
タ
ケ
栽
培
用

の
オ
ガ
粉
を
運
搬
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の

影
響
で
、
生
産
者
か
ら
シ
イ
タ
ケ
栽
培

用
の
原
木
が
足
り
な
い
か
ら
調
達
し
て

ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
当
時
、
前

田
氏
と
社
員
１
名
で
シ
イ
タ
ケ
栽
培
用

の
原
木
を
生
産
か
ら
販
売
ま
で
を
手
が

け
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
後
、
前
田
畜
産
運
送
㈲
が
未
利

用
材
に
よ
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用
の
チ

ッ
プ
を
製
造
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

材
料
を
調
達
す
る
た
め
に
会
社
を
設
立

し
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
素
材
生
産
を
始

め
ま
し
た
。

三　

現
在
の
状
況

　

現
在
は
、
役
員
２
名
、
現
場
作
業
員

８
名
の
計
10
名
で
、
津
山
市
森
林
組
合
、

作
州
か
が
み
の
森
林
組
合
や
他
の
事
業

体
と
協
力
し
て
森
林
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

現
場
作
業
員
の
年
齢
構
成
は
10
代
が

１
名
、
20
代
が
２
名
、
30
代
が
４
名
、

50
代
が
１
名
で
平
均
年
齢
は
32
歳
で
、

林
業
経
験
３
年
以
内
は
２
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

作
業
シ
ス
テ
ム
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

に
よ
る
伐
倒
、
ウ
イ
ン
チ
付
き
グ
ラ
ッ

プ
ル
に
よ
る
木
寄
せ
、
ハ
ー
べ
ス
タ
に

よ
る
造
材
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
に
よ
る
積
み

込
み
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
に
よ
る
搬
出
と
な

っ
て
お
り
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
２
台
、
ハ
ー

ベ
ス
タ
１
台
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
３
台
及
び

作
業
道
の
開
設
時
に
使
用
す
る
フ
ェ
リ

ン
グ
ヘ
ッ
ド
付
き
フ
ォ
ー
ク
収
納
型
グ

ラ
ッ
プ
ル
バ
ケ
ッ
ト
（
フ
ェ
ラ
ー
バ
ン

チ
ャ
ザ
ウ
ル
ス
）
２
台
を
所
有
し
て
い

ま
す
。

 

四　

今
後
の
目
標

　

現
在
、
約
１
０
，
０
０
０
立
方
㍍
の

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
素
材
生
産
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
今
後
は
、
現
場
作
業
員
の

人
材
育
成
を
図
り
な
が
ら
作
業
班
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
植
栽
・
育
林
事

業
に
も
挑
戦
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
へ
も
貢
献
し
た
い
と

の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
岡
山
県
の
林
業
を
盛
り
上
げ

て
い
け
る
よ
う
な
存
在
で
あ
り
た
い
と

の
お
話
を
伺
い
、
林
業
に
対
す
る
熱
い

思
い
を
感
じ
ま
し
た
。

 

五　

終
わ
り
に

　

前
田
林
業
㈱
は
前
田
氏
を
は
じ
め
、

多
く
の
若
い
方
が
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
、

作
業
現
場
を
訪
問
し
た
時
は
、
一
人
一

人
が
生
き
生
き
し
た
姿
で
作
業
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

当
普
及
指
導
区
で
は
、
さ
ら
な
る
ご

活
躍
い
た
だ
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
支

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
津
山
普
及
指
導
区　

野
崎　

晋
也
）

前田社長（左側）と湯原顧問

間伐作業（国有林）

現場作業員の皆さん
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後
日
、
生
徒
か
ら
は
「
機
械
の
操
作

は
難
し
か
っ
た
」
、
「
学
校
で
は
出
来
な

い
貴
重
な
体
験
が
出
来
た
」
、
「
職
業
選

択
の
参
考
に
し
た
い
」
と
い
っ
た
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

二　

木
材
に
関
す
る
校
外
学
習

　

例
年
、
林
業
の
盛
ん
な
真
庭
地
域
で

木
材
に
関
す
る
校
外
学
習
を
実
施
し
て

お
り
、
今
年
度
は
10
月
７
日
に
環
境
科

学
科
の
１
年
生
37
名
が
参
加
し
て
林
業

や
木
材
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。　

　

事
前
に
学
校
側
と
普
及
指
導
員
が
学

習
内
容
を
協
議
し
、
学
校
側
の
意
図
を

く
み
取
っ
た
内
容
と
し
、
ま
た
、
真
庭

普
及
指
導
区
と
も
連
携
し
、
視
察
先
等

と
の
連
絡
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
木
材
を
使
っ
た
施
設
と
し

て
真
庭
市
立
中
央
図
書
館
と
真
庭
森
林

組
合
を
見
学
す
る
と
と
も
に
、
県
森
連

勝
山
支
所
で
原
木
市
場
を
視
察
し
ま
し

た
。
ま
た
、
勝
山
木
材
ふ
れ
あ
い
会
館

で
、
岡
山
県
建
築
士
会
真
庭
支
部
の
指

　

高
梁
市
の
高
梁
城
南
高
校
に
は
、
環

境
科
学
科
と
い
う
地
域
の
農
業
や
環
境

を
学
ぶ
学
科
が
あ
り
、
森
林
・
林
業
に

つ
い
て
も
学
習
す
る
授
業
を
設
け
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
同
校
が
取
り
組
ん
で

い
る
「
高
性
能
林
業
機
械
体
験
研
修
」

と
「
木
材
に
関
す
る
校
外
学
習
」
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

一　

高
性
能
林
業
機
械
体
験
研
修

　

令
和
３
年
８
月
24
日
、
高
梁
市
有
漢

町
大
平
山
の
市
有
林
に
お
い
て
、
環
境

科
学
科
の
２
年
生
22
名
が
参
加
し
、
高

性
能
林
業
機
械
体
験
研
修
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
度
ま
で
は
、
農
林
水
産
総
合
セ

ン
タ
ー
主
催
の
高
性
能
林
業
機
械
体
験

研
修
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
研
修

現
場
に
行
く
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、

研
修
時
間
が
十
分
に
確
保
で
き
な
い
と

い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
当
普
及
指
導
区
か
ら
、

高
梁
市
と
び
ほ
く
森
林
組
合
に
協
力
を

呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
高
梁
城
南
高
校

の
研
修
が
地
域
林
業
の
担
い
手
確
保
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
高
梁
市
は
フ
ィ

ー
ル
ド
の
提
供
を
、
び
ほ
く
森
林
組
合

は
高
性
能
林
業
機
械
の
操
作
指
導
に
つ

い
て
対
応
し
て
も
ら
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
高
梁
市
は
、
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
、
研
修
に
必
要
な

物
品
の
購
入
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
ま
ず
、
林
業
普
及
指
導

員
か
ら
岡
山
県
の
森
林
・
林
業
の
概
要

や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
操
作
方
法
等
の
説

明
を
行
い
、
続
い
て
森
林
組
合
に
よ
る

高
性
能
林
業
機
械
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
生
徒
た
ち
は
ハ
ー
ベ
ス
タ
、
フ
ォ

ワ
ー
ダ
、
フ
ェ
ラ
ー
バ
ン
チ
ャ
ザ
ウ
ル

ス
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
各
４
班
に
そ
れ

ぞ
れ
分
か
れ
て
機
械
操
作
の
実
習
を
行

い
、
林
業
の
一
連
の
作
業
シ
ス
テ
ム
に

触
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
初
め
て
の
林
業
機
械
の

操
作
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

導
に
よ
る
木
工
体
験
（
本
棚
作
成
）
を

行
い
ま
し
た
。

　

原
木
市
場
の
大
量
の
木
材
や
そ
の
香

り
に
驚
い
た
り
、
真
庭
市
立
中
央
図
書

館
や
真
庭
森
林
組
合
で
の
多
様
な
木
材

の
使
わ
れ
方
に
感
心
し
た
り
、
本
棚
作

り
に
取
り
組
ん
だ
り
と
、
木
材
に
つ
い

て
五
感
を
通
じ
て
体
感
で
き
た
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
多
く
の
生
徒
は
、

木
工
体
験
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た

が
、
一
番
印
象
に
残
っ
た
よ
う
で
す
。

三　

お
わ
り
に

　

高
性
能
林
業
機
械
体
験
研
修
や
木
材

に
関
す
る
校
外
学
習
を
通
し
て
、
一
人

で
も
多
く
の
生
徒
が
林
業
に
興
味
を
持

ち
、
魅
力
あ
る
職
業
と
し
て
感
じ
て
も

ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。
高
梁
普
及
指
導

区
で
は
、
将
来
を
担
う
若
い
世
代
の
方

が
森
林
・
林
業
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
引
き
続
き
支
援
・
協
力
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
高
梁
普
及
指
導
区　

若
林　

彰
）

チェーンソーの仕組み等について説明

オペレーターの指導のもと機械操作を体験

本棚作りに懸命に取り組む

高
梁
城
南
高
校
の

高
性
能
林
業
機
械
体
験
研
修
等
に
つ
い
て

普及
指導区の
情報提供

【
高
梁
普
及
指
導
区
】
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農
業
分
野
で
はN

D
V

I

（
正
規
化
植

生
指
数
）
を
用
い
た
生
育
状
況
の
管
理

が
実
用
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
指
標

は
植
物
に
よ
る
光
の
反
射
の
特
徴
か
ら
、

植
生
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
考
案
さ
れ
た
も
の
で
、
植
物
の

量
や
活
力
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

穿
入
生
存
木
は
、
葉
が
枯
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
カ
シ
ナ
ガ
の
穿
孔
に
よ
り
、

肉
眼
で
は
確
認
で
き
な
い
何
ら
か
の
生

理
的
異
常
現
象
を
引
き
起
こ
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
技
術
な
ど
を
用
い
る
こ
と
で
、

ナ
ラ
枯
れ
早
期
発
見
の
可
能
性
に
つ
い

て
、
今
年
度
導
入
し
た
マ
ル
チ
ス
ペ
ク

ト
ル
カ
メ
ラ
を
ド
ロ
ー
ン
に
搭
載
し
、

調
査
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

四　

最
後
に

　

ナ
ラ
枯
れ
は
景
観
の
悪
化
の
み
な
ら

ず
、
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
効
率
的
な

防
除
対
策
の
た
め
に
、
引
き
続
き
当
該

研
究
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
林
業
研
究
室　

矢
野　

舞
依
子
）

一　

は
じ
め
に

　

平
成
21
年
に
ナ
ラ
枯
れ
が
県
内
で
初

め
て
確
認
さ
れ
て
以
降
、
被
害
は
拡
大

し
て
お
り
、
令
和
３
年
に
は
県
北
の
発

生
地
か
ら
離
れ
た
岡
山
市
な
ど
の
県
南

で
の
発
生
が
複
数
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
既
存
手
法
に
と
ら
わ
れ

な
い
、
被
害
の
程
度
や
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
効
率
的
な
防
除
方
法
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
被
害
対
策
に
は
被
害
木
の
早

期
発
見
が
重
要
で
す
が
、
道
路
か
ら
の

目
視
や
踏
査
等
に
よ
る
被
害
の
把
握
に

は
限
界
が
あ
る
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
等
を

用
い
た
効
率
的
な
調
査
方
法
の
確
立
が

必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

二　

こ
れ
ま
で
の
成
果

　

現
在
、
真
庭
市
の
蒜
山
地
域
で
カ
シ

ナ
ガ
ト
ラ
ッ
プ
（
以
下
「
ト
ラ
ッ
プ
」

と
い
う
。
）
を
利
用
し
、
ブ
ナ
科
樹
木
を

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
（
以
下
「
カ

シ
ナ
ガ
」
と
い
う
。
）
の
繁
殖
に
適
さ
な

い
「
穿せ

ん
に
ゅ
う入

生せ
い
ぞ
ん存

木ぼ
く

」
へ
早
期
に
転
換
さ

せ
る
技
術
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

「
穿
入
生
存
木
」
と
は
、
カ
シ
ナ
ガ

に
穿
入
さ
れ
た
が
、
生
き
残
っ
た
木
の

こ
と
で
す
。
穿
入
生
存
木
は
カ
シ
ナ
ガ

の
穿
入
孔
か
ら
樹
液
が
流
出
し
て
い
る

場
合
が
多
く
、
カ
シ
ナ
ガ
が
繁
殖
困
難

に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
翌
年
以
降
も
カ
シ
ナ
ガ
の
繁
殖
に

適
さ
な
い
性
質
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、
真
庭
市
中
蒜
山
の

ト
ラ
ッ
プ
設
置
林
分
で
の
枯
死
は
発
生

せ
ず
、
被
害
抑
制
効
果
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

令
和
２
年
度
は
、
真
庭
市
蒜
山
の
塩

釜
の
冷
泉
周
辺
林
分
に
ト
ラ
ッ
プ
を
設

置
し
、
被
害
軽
減
効
果
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
実
施
前
に
は
ブ
ナ
科
樹
木
の
約

２
割
の
木
が
穿
入
生
存
木
で
し
た
が
、

実
施
後
に
は
７
割
以
上
と
な
り
、
枯
死

は
１
割
程
度
に
止
ま
り
ま
し
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
を
用
い
て
被
害
木
の
詳
細

な
位
置
情
報
の
把
握
を
行
っ
た
結
果
、

事
前
に
入
山
位
置
や
ル
ー
ト
の
決
定
に

つ
い
て
、
効
率
化
が
図
れ
ま
し
た
。

三　

今
後
の
調
査
研
究
に
つ
い
て

　

引
き
続
き
、
真
庭
市
蒜
山
で
ブ
ナ
科

樹
木
の
状
態
の
推
移
を
調
査
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
木
の
早
期
発
見
を
難
し
く
し
て

い
る
要
因
の
一
つ
に
、
穿
入
生
存
木
の

存
在
が
あ
り
ま
す
。
穿
入
生
存
木
の
一

部
（
フ
ラ
ス
が
多
い
も
の
な
ど
）
に
は
、

カ
シ
ナ
ガ
が
繁
殖
し
て
い
る
も
の
が
あ

り
、
そ
の
場
合
は
、
翌
年
に
は
次
世
代

成
虫
が
周
辺
地
域
に
飛
び
、
被
害
が
拡

大
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
穿
入
生
存
木
は
枯
死
し
て

い
な
い
た
め
、
遠
く
か
ら
で
は
健
全
木

と
の
区
別
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
状
態

の
木
を
発
見
で
き
れ
ば
、
早
期
対
応
が

可
能
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

フ
ラ
ス
の
有
無
を
木
の
根
元
ま
で
行
っ

て
確
認
す
る
た
め
、
大
変
な
作
業
と
な

り
ま
す
。

ナ
ラ
類
集
団
枯
損
に
つ
い
て
の

調
査
研
究

研究

だより

①
ナ
ラ
枯
れ
に
強
い
林
分
へ
の

　
誘
導
技
術
の
検
討

①
ナ
ラ
枯
れ
に
強
い
林
分
へ
の

　
誘
導
技
術
の
検
討
（
継
続
）

②
被
害
木
の
探
査
技
術
の
検
討

②
被
害
木
の
探
査
技
術
の
検
討

カシナガトラップ

マルチスペクトルカメラ

ドローン（MATRICE300RTK）
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高
温
乾
燥
材
で
は
爽
や
か
な
ヒ
ノ
キ

の
香
り
で
あ
る
テ
ル
ペ
ン
類
も
見
ら
れ

ま
す
が
、
酢
酸
や
フ
ル
フ
ラ
ー
ル
等
の

異
臭
成
分
も
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
つ
ま
り
乾
燥
で
香
り
が
変

化
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
は
、
「
テ
ル
ペ

ン
類
の
揮
発
減
少
」
「
ヘ
ミ
セ
ル
ロ
ー
ス

分
解
に
よ
る
異
臭
成
分
の
形
成
」
の
二

つ
の
要
因
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
抑
制
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
香
り
を
残
す
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
研
究
で
は
、
今
後
、
こ
れ
ら
と
乾

燥
因
子
（
温
度
、
湿
度
、
減
圧
等
）
と

の
関
係
を
詳
細
に
分
析
し
、
香
り
を
失

わ
な
い
条
件
を
見
出
し
、
そ
の
結
果
を

も
と
に
、
実
際
の
乾
燥
方
法
と
し
て
確

立
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

（
木
材
加
工
研
究
室　

松
田
洋
樹
）

　

木
材
を
構
造
材
等
に
適
切
に
使
用
す

る
た
め
に
は
、
乾
燥
さ
せ
、
寸
法
や
強

度
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

か
つ
て
天
然
乾
燥
が
主
流
だ
っ
た
木
材

乾
燥
は
、
生
産
コ
ス
ト
や
乾
燥
速
度
な

ど
の
技
術
開
発
を
背
景
に
、
蒸
気
式
を

中
心
と
し
た
人
工
乾
燥
に
置
き
換
わ
り
、

令
和
２
年
に
お
け
る
県
内
の
人
工
乾
燥

材
生
産
量
は
１
０
６
千
㎥
で
、
全
製
材

品
生
産
量
の
６
７
．
９
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
乾
燥
材
の
生
産
量
の
８

割
強
が
ヒ
ノ
キ
で
あ
り
、
県
内
で
ヒ
ノ

キ
材
の
人
工
乾
燥
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ヒ
ノ
キ
材
は
、
市
場
で
は
そ
の
強
度

や
耐
久
性
の
高
さ
か
ら
評
価
さ
れ
ま
す

が
、
特
有
の
香
り
を
有
し
て
い
る
点
も

見
過
ご
せ
ま
せ
ん
。
以
前
行
っ
た
県
民

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
多
く
の

方
が
、
特
有
の
香
り
に
ヒ
ノ
キ
の
良
さ

を
見
出
し
て
い
ま
し
た
。
ア
ロ
マ
や
入

浴
剤
に
も
用
い
ら
れ
る
こ
の
香
り
は
、

製
品
の
付
加
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
可

能
性
も
十
分
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
ヒ
ノ
キ
材
の
香
り
は
人
工

乾
燥
工
程
で
損
失
・
変
質
し
、
本
来
の

香
り
を
失
う
場
合
が
あ
る
こ
と
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
図
１
は
異
な
る
乾
燥
方

法
で
乾
燥

さ
れ
た
ヒ

ノ
キ
柱
材

の
香
り
を

官
能
評
価

で
分
析
し

た
結
果
で

す
。

天
然
乾
燥

材
や
高
周

波
減
圧
乾

燥
材
が
好

意
的
な
印

象
で
評
価

さ
れ
た
一
方
、
現
在
主
流
で
あ
る
高
温

乾
燥
材
の
香
り
は
、
あ
ま
り
好
ま
れ
な

い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

香
り
は
乾
燥
工
程
に
お
い
て
主
に
熱
の

影
響
を
受
け
変
化
し
ま
す
。
こ
れ
を
防

ぎ
、
ヒ
ノ
キ
本
来
の
香
り
を
残
し
た
ま

ま
乾
燥
す
る
方
法
を
開
発
す
る
こ
と
が

本
研
究
の
目
的
で
す
が
、
そ
も
そ
も
な

ぜ
乾
燥
に
よ
り
香
り
は
変
化
し
て
し
ま

う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ヒ
ノ
キ
は
セ
ル
ロ
ー
ス
、
ヘ
ミ
セ
ル

ロ
ー
ス
、
リ
グ
ニ
ン
と
い
っ
た
成
分
で

構
成
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
数

％
程
度
の
抽
出
成
分
（
溶
媒
に
溶
け
る

成
分
）
を
含
み
ま
す
。
そ
の
中
に
は
タ

ン
ニ
ン
や
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
、
リ
グ
ナ
ン

類
、
テ
ル
ペ
ン
類
な
ど
が
あ
り
、
ヒ
ノ

キ
の
香
り
成
分
は
、
こ
の
テ
ル
ペ
ン
類

の
う
ち
モ
ノ
テ
ル
ペ
ン
や
セ
ス
キ
テ
ル

ペ
ン
と
い
う
比
較
的
沸
点
が
低
く
、
揮

発
性
の
高
い
成
分
群
が
主
体
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
分
は
、
水
蒸
気

蒸
留
に
よ
り
精
油
（
写
真
１
）
と
し
て

抽
出
可
能
な
よ
う
に
、
熱
に
よ
り
揮
発

し
や
す
い
た
め
、
木
材
乾
燥
の
工
程
で

揮
発
し
失
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ヘ
ミ
セ
ル
ロ
ー
ス
は
、
針
葉

樹
の
場
合
、
ガ
ラ
ク
ト
グ
ル
コ
マ
ン
ナ

ン
と
ア
ラ
ビ
ノ
グ
ル
ク
ロ
ノ
キ
シ
ラ
ン

か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
が
、
前
者
に
は
ア

セ
チ
ル
基
が
付
加
し
て
お
り
、
熱
に
よ

り
加
水
分
解
し
酢
酸
を
生
成
す
る
こ
と
、

後
者
は
熱
に
よ
り
分
解
し
、
フ
ル
フ
ラ

ー
ル
を
生
成
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
図
２
に
、
高
温
乾
燥
材
か
ら
揮

発
す
る
成
分
をG

C
M

S

（
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト

グ
ラ
フ
ィ
質
量
分
析
計
）
で
測
定
し
た

結
果
を
示
し
ま
す
。

-1.5
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-0.5

0

0.5

1

1.5

天然 高温 高周波減圧 熱風減圧

爽やかな 不快な 明るい 鮮やかな 好きな

評

価

点(

平

均)

時間(min)

強

度

5.00 10.00 15.00 20.00 25.00 30.00 35.00 40.00 45.00

2000000

4000000

6000000

8000000

   1e+07

 1.2e+07

 1.4e+07

 1.6e+07

 1.8e+07

   2e+07

 2.2e+07

 2.4e+07

フルフラール

酢酸

モノテルペン類 セスキテルペン類

写真１． 抽出された精油

図１． 各乾燥材の官能評価

図２．高温乾燥材の揮発成分GCMS分析結果

香
り
を
評
価
指
標
と
し
た
乾
燥
技
術
の
開
発

―
香
り
高
い
県
産
ヒ
ノ
キ
を
生
産
す
る
た
め
に
―

研究

だより
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ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
花
粉
が
主
な
原
因

と
な
る
花
粉
症
は
、
国
民
の
約
４
割
が

罹
患
し
、
今
や
国
民
病
と
も
い
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
県
政
の
最
上

位
計
画
で
あ
る
「
第
３
次
晴
れ
の
国
お

か
や
ま
生
き
活
き
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、

令
和
６
年
度
ま
で
に
少
花
粉
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
苗
木
に
よ
る
植
替
え
の
割
合
を

１
０
０
％
と
す
る
目
標
を
掲
げ
、
「
苗

木
の
安
定
供
給
対
策
」
、
「
植
替
え
の
促

進
」
、
「
普
及
啓
発
」
、
「
生
育
状
況
等
調

査
」
の
４
つ
を
柱
に
、
花
粉
発
生
源
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
苗
木
の
安
定
供
給
対
策
と

し
て
12
月
15
日
に
開
催
し
た
茨
城
県
と

の
「
少
花
粉
ス
ギ
苗
木
等
生
産
技
術
研

修
会
」
、
そ
し
て
普
及
啓
発
と
し
て
12
月

18
日
に
開
催
し
た
「
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
花
粉

削
減
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
１
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
「
少
花
粉
ス
ギ
苗
木
等

　
　

生
産
技
術
研
修
会
」
の
開
催

　

少
花
粉
ス
ギ
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
技

術
向
上
を
図
る
た
め
、
県
内
の
苗
木
生

産
者
を
対
象
に
、
少
花
粉
ス
ギ
生
産
の

先
進
県
で
あ
る
茨
城
県
の
苗
木
生
産
者

３
名
と
茨
城
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の

職
員
２
名
を
お
迎
え
し
、
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
森
林
研
究
所
研
修
棟
で

両
県
の
取
組
や
苗
木
生
産
方
法
等
の
説

明
を
行
い
、
午
後
か
ら
は
苗
畑
に
移
動

し
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
に
お
け
る
管

理
方
法
に
つ
い
て
の
技
術
交
流
を
行
い

ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ナ
に
当
た
る
日
光
の
根
鉢
へ

の
影
響
を
考
慮
し
た
管
理
方
法
や
、
培

地
に
使
用
す
る
土
等
の
配
合
、
病
害
虫

防
除
に
用
い
る
薬
剤
の
使
用
方
法
な
ど

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
、
と
て
も
有
意
義
な
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

○
「
ス
ギ･

ヒ
ノ
キ
花
粉
削
減
対
策

　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
１
」
の
開
催

　

花
粉
削
減
に
よ
り
花
粉
症
ゼ
ロ
を
目

指
す
「
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
花
粉
削
減
対
策

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
１
」
（
主
催:

一

般
社
団
法
人
全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
、

後
援:

県
・
林
野
庁
）
が
、
岡
山
市
北
区

の
三
木
記
念
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
国
や
県
の
花
粉

削
減
対
策
の
取
組
み
や
最
新
の
研
究
成

果
の
ほ
か
、
医
師
に
よ
る
花
粉
症
予
防

と
治
療
や
来
年
の
花
粉
飛
散
予
測
な
ど

を
一
般
県
民
に
広
く
普
及
す
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
、
約
１
０
０
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

県
か
ら
は
、
森
林
研
究
所
の
研
究
員

に
よ
る
花
粉
発
生
源
対
策
の
取
組
に
つ

い
て
の
講
演
や
、
県
の
対
策
を
紹
介
す

る
パ
ネ
ル
、
少
花
粉
コ
ン
テ
ナ
苗
及
び

種
子
の
実
物
を
展
示
す
る
な
ど
、
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
花
粉
削
減
対
策
の
取
組
等

に
つ
い
て
幅
広
く
紹
介
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
県
や
国
の
花
粉

削
減
対
策
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き

た
」
、
「
木
材
を
利
用
す
る
こ
と
が
花
粉

症
対
策
に
つ
な
が
る
こ
と
が
分
か
っ

た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

治
山
課
で
は
、
今
後
も
国
や
各
都
道

府
県
と
の
連
携
し
た
取
組
み
を
進
め
、

花
粉
の
少
な
い
森
林
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。（

治
山
課　

造
林
班
）

室内研修状況現地研修状況

シンポジウム状況

コンテナ苗等展示状況

岡
山
県
に
お
け
る

花
粉
発
生
源
対
策
の

取
組
み
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一　

木
材
利
用
促
進
法
の
改
正

　

国
は
、
公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促

進
法
を
改
正
し
、
昨
年
10
月
１
日
に
施

行
し
た
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る

等
の
た
め
の
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材

の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
木
材
利

用
促
進
の
対
象
を
公
共
建
築
物
か
ら
建

築
物
一
般
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　

法
で
は
、
民
間
建
築
物
を
含
め
、
木

材
利
用
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、
法
に

基
づ
く
基
本
方
針
に
お
い
て
、
低
層
の

公
共
建
築
物
を
原
則
木
造
化
す
る
こ
れ

ま
で
の
方
針
か
ら
、
コ
ス
ト
や
技
術
面

で
困
難
な
も
の
を
除
き
、
公
共
建
築
物

は
原
則
木
造
化
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
県
、
市
町
村
の
方
針
に
も
、

建
築
物
全
体
で
の
木
材
利
用
の
促
進
の

施
策
等
を
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

二　

県
産
材
利
用
促
進
指
針
の
改
訂

　

県
で
は
、
岡
山
県
県
産
材
利
用
促
進

条
例
に
基
づ
き
指
針
を
策
定
し
、
公
共

建
築
物
、
木
造
住
宅
、
販
路
開
拓
、
Ｃ

Ｌ
Ｔ
な
ど
の
利
用
促
進
や
普
及
促
進
等

の
施
策
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

策
定
か
ら
４
年
を
経
過
し
、
森
林
、

林
業
、
木
材
産
業
及
び
木
材
の
利
用
を

取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
に
次
の
よ
う

な
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
指
針

の
改
訂
を
進
め
て
い
ま
す
。

・
人
工
林
資
源
は
充
実
し
、
本
格
的
な

利
用
期
を
迎
え
、
林
業
サ
イ
ク
ル
の

循
環
の
推
進
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

・
今
般
、
外
国
産
木
材
の
供
給
リ
ス
ク

が
顕
在
化
し
、
県
産
材
の
安
定
供
給

体
制
の
整
備
と
、
さ
ら
な
る
需
要
拡

大
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

・
耐
震
・
防
火
性
能
等
の
技
術
革
新
や

建
築
基
準
の
合
理
化
が
な
さ
れ
、
Ｃ

Ｌ
Ｔ
の
普
及
が
進
ん
で
い
る
。

・
建
築
物
全
体
で
の
木
材
利
用
の
促
進

の
た
め
、
公
共
建
築
物
等
木
材
利
用

促
進
法
が
改
正
さ
れ
た
。

【
改
訂
素
案
の
主
な
内
容
】

・
実
施
期
間
は
令
和
４
～
８
年
度
の
５

か
年
と
す
る
。

・
国
の
基
本
方
針
に
即
す
る
。

・
21
お
か
や
ま
森
林
・
林
業
ビ
ジ
ョ
ン

と
目
標
を
共
有
し
、
県
産
材
生
産
量

（
５
８
０
千
㎥
／
年
）
の
達
成
に
資

す
る
も
の
と
す
る
。

・
県
産
材
の
適
切
か
つ
安
定
的
な
供
給

体
制
の
整
備
を
推
進
し
、
森
林
認
証

材
や
県
産
乾
燥
材
を
需
要
拡
大
す
る
。

・
県
民
及
び
事
業
者
は
県
産
材
の
利
用

促
進
に
自
ら
努
め
、
県
産
材
の
利
用

促
進
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
。

・
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
制
度
の

活
用
等
に
よ
り
関
係
事
業
者
相
互
の

連
携･

協
力
に
努
め
る
。

・
対
象
を
公
共
建
築
物
か
ら
非
住
宅
建

築
物
に
拡
大
し
利
用
促
進
す
る
。

・
県
産
材
利
用
相
談
に
応
じ
る
人
材
育

成
や
消
費
者
に
届
く
ま
で
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を
促
進
す
る
。

・
県
産
材
利
用
の
意
義
等
に
つ
い
て
、

関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
県
民
等
へ

普
及
・
Ｐ
Ｒ
す
る
。

・
県
が
整
備
す
る
公
共
建
築
物
に
お
け

る
県
産
材
の
利
用
目
標
量
を
現
況
の

１
１
０
％
（
単
年
度
平
均
）
と
す
る
。

三　

終
わ
り
に

　

国
は
、
建
築
物
に
利
用
し
た
木
材
の

炭
素
貯
蔵
量
を
見
え
る
化
す
る
た
め
、

標
準
的
計
算
方
法
と
表
示
方
法
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
注
１
）
を
公
表
し
て
い
ま

す
。
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
貢
献
と
し

て
活
用
を
ご
検
討
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

県
と
し
て
も
、
関
係
団
体
・
事
業
者
、

市
町
村
等
と
連
携
し
、
建
築
物
へ
の
一

層
の
利
用
促
進
を
は
じ
め
と
し
た
県
産

材
の
需
要
拡
大
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

（
注
１
）
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
建
築
物
に
利
用
し
た
木
材
に
係
る
炭

素
貯
蔵
量
の
表
示
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」

（
林
政
課　

林
業
木
材
班
）

木
材
利
用
促
進
法
の

法
改
正
と
県
産
材
の

利
用
促
進
に
つ
い
て

経済団体と県が連携した県産材利用に向けたシンポジウム・ＰＲ冊子

県が整備した公共建築物における
県産材の利用

（森林研究所林業技術研修棟）
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技能講習会の開催（２月～３月）

名　　　称 会場 日　　　程 申込・問合せ先

伐木（特別教育） 津山
２月16,17
日

（実技）
２月18日

林業・木材製造業労働災害防止協会
岡山県支部

TEL（086）236-7077

小型移動式クレーン運転 岡山 ３月17,18日

一般社団法人　
岡山県労働基準協会
TEL（086）225-3571

玉掛け

岡山
２月３,４日、３月５,６日
３月10,11日

玉野 ３月８,９日

笠岡 ２月14,15日

津山 ２月24,25日

フォークリフト運転

岡山
２月２日、２月19日
３月２日

笠岡 ２月16日

※詳細は申込先にお問い合わせください。

て
い
ま
す
。
自
然
観
察
会
や
体
験
会
の

開
催
等
が
、
地
域
住
民
の
交
流
や
森
林

づ
く
り
へ
の
参
加
の
場
と
な
り
、
近
年

で
は
、
市
外
か
ら
の
参
加
者
も
増
え
、

年
間
平
均
延
べ
約
三
百
名
の
方
が
活
動

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
継
続
し
た
活
動

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

伝
達
式
は
、
本
来
な
ら
ば
、
10
月
10

日
、
北
海
道
で
の
第
44
回
全
国
育
樹
祭

に
て
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
は
コ
ロ

ナ
対
策
で
、
地
元
赤
磐
市
長
か
ら
伝
達

を
行
い
ま
し
た
。
白
石
会
長
は
、
「
こ
こ

数
年
、
若
い
世
代
の
参
加
が
増
え
て
い

る
。
世
代
交
代
に
つ
な
が
る
よ
う
新
た

な
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
」

と
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

活
動
内
容
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
継

続
的
に
都
市
型
の
里
山
再
生
に
取
り
組

む
あ
か
い
わ
美
土
里
の
和
の
今
後
益
々

の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
赤
磐
市　

農
林
課
） 白石会長（左）と南事務局長（右）

2021年１月　発足10周年記念植樹祭

あ
か
い
わ
美
土
里
の
和
が

「
令
和
３
年
度
ふ
れ
あ
い
の

森
林
づ
く
り
表
彰 
国
土
緑
化

推
進
機
構
会
長
賞
」
を
受
賞

み

　ど

　り

　

　

　わ

　

赤
磐
市
で
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
し
て
活
動
す
る
「
あ
か
い
わ
美
土
里

の
和
（
会
長 

白
石 

齊
）
」
が
標
題
の
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ふ
れ
あ
い
の
森
林
づ
く
り
表
彰

は
、
住
民
等
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
る

森
林
づ
く
り
の
推
進
に
顕
著
な
実
績
を

あ
げ
た
団
体
等
が
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
、

最
優
秀
賞
に
あ
た
る
国
土
緑
化
推
進
機

構
会
長
（
衆
議
院
議
長
）
賞
が
全
国
４

団
体
に
授
与
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

あ
か
い
わ
美
土
里
の
和
は
、
平
成
23

年
５
月
に
発
足
、
赤
磐
市
の
住
宅
地
に

隣
接
す

る
市
所

有
の
保

健
保
安

林
に
お

い
て
、

生
物
多

様
性
を

維
持
す

る
里
山

づ
く
り

に
取
り

組
ん
で

11
年
目

を
迎
え
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●木　材（12月22日）

樹種 長さ 径　級 直材 小曲り 樹種 長さ 径　級 直材 小曲り

杉

３ｍ

１４～１６ 14 8（曲り）

桧

３ｍ

１４～１６ 30 20

１８～２０ 14 8（曲り） １８～２０ 21 20

２２～２８ 14 8（曲り） ２２上 22 18

４ｍ
１８～２０ 12 10

４ｍ

１６～１８ 30 27

２２～２８ 12 10.5 ２０～２２ 27 26

６ｍ １６～１８ ― 13 ２４～２８ 26.5 26

　・出荷材積　　　　　　　　　　　約2,300m3 ６ｍ
１６ 40 ―

１８～２０ 45 ―

（共販所より概況）

　杉概況 
　・並材３m､４mは横這いで推移
　・元木良材は引き合いが強く、高値で取引き

　桧概況 
　・３ｍの相場は安定

　【3m】
　柱　材　横這い
　中目材　横這い

　【4m】
　中目材　横這い
　元　木　横這い

　【3m】
　柱　材　横這い
　中目材　横這い
　元　木　横這い

　【4m】
　柱　材　横這い
　中目材　横這い
　元　木　横這い

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値

単位：千円／ｍ3

林　　産　　物　　市　　況

●製　材（12月）

樹　　種 寸　　　法 等級 区分 安　値　～　高　値（円 /m3） 備　考

ス　　　ギ
正角３m　10.5cm角 特 等 Ｋ 100,000 ～

正角３m　12cm角 特 等 Ｋ 95,000 ～ 

ヒ　ノ　キ

正角３m　10.5cm角 特 等 Ｋ 140,000 ～

正角３m　12cm角 特 等 Ｋ 120,000 ～

正角４m　10.5cm角 特 等 Ｋ 140,000 ～

正角４m　12cm角 特 等 Ｋ 120,000 ～

マ　　　ツ
平角４m　10.5～12cm
　　　　　　×15～18cm

一 等 Ｋ 75,000 ～

米　マ　ツ

正角３m、４m　10.5cm角 特 等 Ｇ 95,000 ～

平角３m、４m　10.5
　　　　　　×15～21cm

特 等 Ｇ 90,000 ～

北洋アカマツ タルキ４m　3.8cm角 特 等 Ｋ 130,000 ～

ホワイトウッド 間柱３m　2.7cm×10.5cm 特 等 Ｋ 130,000～

注１：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。　注２：区分のＫとは人工乾燥材、Ｇとは未乾燥材のこと。
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津山支店　/津山市高尾 580-1

岡山事務所 /岡山市北区芳賀 5325

TEL（0868）28-0256

TEL（086）294-1000

　岡山県では過去５年間で約４千５百万円の保険金が

支払われました。
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Ｑ
．
銃
猟
を
始
め
る
た
め
に
必
要

な
手
続
き
と
、
猟
銃
の
安
全

な
取
扱
い
に
つ
い
て
学
べ

る
機
会
は
あ
り
ま
す
か
？

　
Ａ
． 
銃
猟
を
始
め
る
た
め
に
は
、
主
に

２
つ
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

１
つ
目
は
、
狩
猟
免
許
と
狩
猟
者
登

録
で
す
。
県
で
は
、
年
間
６
回
狩
猟
免

許
試
験
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
に
合

格
す
る
と
狩
猟
免
許
を
取
得
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
狩
猟
免
許
を
所
持
し
て
い
る

方
は
、
毎
年
10
月
に
狩
猟
者
登
録
を
す

る
こ
と
で
、
狩
猟
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
猟
銃
の
所
持
許
可
で
す
。

警
察
が
実
施
す
る
猟
銃
等
講
習
会
や
射

撃
教
習
を
受
講
し
、
さ
ら
に
技
能
検
定

に
合
格
す
る
こ
と
で
、
所
持
許
可
証
が

交
付
さ
れ
、
猟
銃
を
所
持
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
手
続
き
に
お
い
て
、
安
全

な
取
扱
い
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
県
で
は
さ
ら
に
実
践
的
な
銃

の
取
扱
い
や
捕
獲
技
術
の
向
上
を
目
的

に
、
新
た
に
第
一
種
銃
猟
免
許
を
取
得

し
た
方
を
対
象
と
し
て
、
マ
イ
ス
タ
ー

研
修
や
銃
猟
入
門
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
安
全
な
取
扱

い
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
等
に
留
意
す

る
よ
う
説
明
し
て
い
ま
す
。

〈
①
必
要
に
応
じ
た
実
包
の
装
填
と
脱
包

の
徹
底
〉

　

発
砲
の
必
要
が
生
じ
る
直
前
ま
で
実

包
は
装
填
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
銃
を

置
く
時
、
銃
を
持
っ
て
移
動
す
る
時
な

ど
は
、
必
ず
脱
包
の
確
認
を
行
う
こ
と
。

〈
②
銃
口
は
人
や
建
物
等
に
向
け
な
い
こ
と
〉

　

実
包
を
装
填
し
て
い
な
く
て
も
、
銃

口
は
絶
対
に
人
や
建
物
、
車
両
等
に
向

け
な
い
こ
と
。

〈
③
発
砲
時
の
矢
先
の
確
認
の
徹
底
〉

　

銃
猟
の
際
、
対
象
に
狙
い
を
絞
っ
て

注
視
す
る
と
、
周
囲
の
情
報
は
視
界
に

入
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
狙
う
前
か
ら

の
周
囲
の
安
全
確
認
や
、
猟
期
前
の
射

撃
練
習
な
ど
で
照
準
を
合
わ
せ
る
練
習

を
す
る
こ
と
。

　

研
修
の
日
程
や
安
全
狩
猟
に
向
け
た

お
知
ら
せ
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
鳥
獣
害
対
策
室
）

ぼ
っ
け
ー
木
に
な
る
情
報

ぼ
っ
け
ー
木
に
な
る
情
報

〔〔林林地地除除草草剤剤〕〕ザイトロンフレノック微粒剤・ザイトロン微粒剤・フレノック粒剤・ケイピンエース

〔〔野野生生獣獣類類忌忌避避剤剤〕〕ランテクター水和剤・コニファー水和剤

〔〔幼幼齢齢樹樹保保護護カカババーー〕〕くわんたいⅡ　　　〔〔樹樹皮皮食食いい防防止止〕〕バークガード・美樹巻夫

〔〔樹樹幹幹注注入入剤剤〕〕マッケンジー・マツガード・他　〔〔野野生生草草食食獣獣侵侵入入防防止止〕〕防獣ネット・他

——    安安全全・・人人とと自自然然・・調調和和      ——
美美林林をを育育ててるる

造造林林木木をを野野生生動動物物のの食食害害かからら守守るる

販販売売：：日日植植アアググリリ株株式式会会社社　　　　　　　　　　販販売売元元：：大大同同商商事事（（株株））大大阪阪営営業業所所

                TTEELL..008866--229922--55552255                                              TTEELL..0066--66338844--11228888

お問い合わせ申込みは県森連・森林組合へ

【
鳥
獣
害
対
策
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

h
ttp

s
://w

w
w
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r
e
f.

o
k
a
y
a
m
a
.jp
/s
o
s
h
ik
i/3

2
8
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遥
照
山
「
藤
波
池
キ
ャ
ン
プ
場
」

　

こ
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
浅
口
市
北
部

の
遙
照
山
山
頂
部
に
位
置
す
る
自
然
豊

か
な
キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。
池
畔
を
構
成

し
て
い
る
ア
カ
マ
ツ
林
や
、
１
９
８
５

（
昭
和
60
年
）
国
際
森
林
年
記
念
と
し

て
植
栽
さ
れ
た
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
な
ど
の

樹
木
が
癒
し
の
空
間
を
作
り
出
し
、
市

民
が
身
近
に
親
し
め
る
森
林
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
池
の
ほ
と
り
に
は
、

テ
ン
ト
サ
イ
ト
や
バ
ン
ガ
ロ
ー
が
整
備

さ
れ
、
多
く
の
家
族
や
グ
ル
ー
プ
が
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

隣
接
し
て
い
る
遙
照
山
総
合
公
園
で

は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
が
楽
し
め
る
多
目

的
広
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
地
域
の
大
切
な
ふ
れ
あ
い
の

場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

東
展
望
所
か
ら
は
、
瀬
戸
内
海
を
眺
め

る
こ
と
が
で
き
、
日
本
夜
景
１
０
０
選

や
映
画
「
８
年
越
し
の
花
嫁
」
の
ロ
ケ

地
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
遥
照
山
に
は
、
国
立
天
文

台
や
京
都
大
学
岡
山
天
文
台
が
あ
り
、

天
体
観
望
会
で
は
、
宇
宙
の
神
秘
を
体

験
で
き
ま
す
。

（
井
笠
普
及
指
導
区
）

森
林
・
林
業
施
設
の
紹
介

林

声

令
和
四
年
一
月
一
日
（
第
四
八
一
号
）

（
隔
月
一
日
発
行
）

編
集　
　

岡
山
県
森
林
組
合
連
合
会
内　

岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

発
行　
　

岡
山
市
北
区
楢
津
四
九
一

―
一

〒701-1202

キャンプ場バンガロー藤波小池とアカマツ林眺望（瀬戸内海・水島方面）

緑の募金で進めようＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）


